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論　　文　　の　　要　　旨
　P進体の整数環に係数をもつ多項式たちの複素巾のハール測度による積分を井草局所ゼータ函数と
いい高次形成の数論の研究にとって重要な研究対象である。一般論からP進体の剰余体の位数をqと
するとき，井草局所ゼータ函数はq凹Sたちの有理式になることが知られており，この性質を調べるこ
とが重要である。一般の多項式では現段階では難しすぎるので数学的に良い性質をもつ多項式に対し
て研究を進める。とくに多項式として大きな群の作用にたいして不変性をもつもの，即ち概均質ベク
トル空間の相対不変式の場合の研究が重要である。佐藤一木村の分類理論により非正則既約概均質
ベクトル空間で相対不変式をもつも’のが本質的に唯一つ存在することが知られているが本論文では，
まずこの場合の井草局所ゼータ函数を完全に決定した。次に代数閉体上で既に分類された単純群に付
随する正則な概均質ベクトル空間の中からP進体Kに対し群がK－sp1itでZariski欄密な軌道のK一
有理点のなす集合が，再び群のK一有理点の唯一つの軌道になっているものをガロア・コホモロジー
等を使って分類し，全部で14個あることお示した。更にそのうち13個の井草局所ゼータ函数を完全に
決定した。方法は主として特異点の解消に基づく木村の積分公式を用いている。更にその応用として
概均質ベクトル空問の基本定理である函数等式に現われる「一因子をこれらの場合に決定している。
尚，本論文の結果に一般化された岩沢一Tate理論を適用すると，今までわからなかった実数体上のフー
リエ変換も具体的に得られる，という応用があることがわかっている。
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審　　査　　の　　要　　旨
　一般に井草局所ゼータ函数の計画は極めて難しく，統一的な手法が存在しないため，個々の場合に
応じて色々な工夫やアイデアが必要である。また非正則概均質ベクトル空問の一般論を構成しようと
いう最近の動きの中で，本論文の井草局所ゼータ函数の決定は基本的な仕事といえる。更に一般化さ
れた岩沢一Tate理論の成立する単純正則概均質ベクトル空聞を分類し，その殆どについて井草局所
ゼータ函数の決定に成功したことは高い評価を与えて差支えないと判断される。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
一578一
